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摂津市議会議員一般選挙後初となる令和3年第3回定例

会は、10月8日から10月29日までの22日間にわたり開

かれました。今号では、本会議初日と同2日目に行われ

た議会役員の選出結果と新しく結成された会派の抱負

をお知らせします。なお、第3回定例会で審議された議

案の内容や結果については、次回の議会だより（1月1日

発行予定）でお知らせします。

主な内容

正副議長のごあいさつ ……2　

議 会 の 構 成 ……3

会 派 の 構 成 と 抱 負 ……4～7

摂津市議会議員連絡先 ……8

議員全員で撮影（摂津市議会議場にて）

議員改
選号

19人の議員、3常任委員会で

新しい議会がスタート！
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第
３
回
定
例
会

　
議
会
は
、
第
３
回
定
例
会
で

役
員
の
選
出
を
行
い
、
総
務
建

設
、
文
教
上
下
水
道
、
民
生
の
各

常
任
委
員
会
委
員
、
駅
前
等
再

開
発
特
別
委
員
会
委
員
や
、
議

会
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選

任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
議
会
の
構
成
は
次
頁
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
） 選

挙
後
の

初
議
会
を

開
催

議
長

南
野
　
直
司

副
議
長

三
好
　
俊
範

議長に 南野 直司氏・副議長に 三好 俊範氏

議
会
選
出
監
査
委
員

 

安
藤 

薫
氏

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
摂
津
市
政
並
び
に
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
９
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
て
ご
信

任
を
賜
り
、
第
３
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
並
び
に
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
務
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
政

の
発
展
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
て
議
長
団
と
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
来
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日
常
生
活
や
地
域
経
済
な
ど
幅
広
い
分

野
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
第
６
波

の
到
来
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
３
密
を
避
け
る
な
ど
感

染
症
対
策
の
徹
底
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
む
中
、
本
市
に
お
い
て
も
本
年
５
月
か
ら
開
始
し
た
個
別

接
種
や
集
団
接
種
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
を
見
据
え
た
施
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
９
月
の
任
期
満
了
に
伴
う
議
員
改
選
を
経

て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
の
負

託
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
、
様
々
な
課
題
に
対
し
迅
速
か
つ
的

確
な
施
策
を
実
現
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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議
会
の
構
成 
◎
：
委
員
長
　
　
○
：
副
委
員
長

【総務建設常任委員会】
定数7名

市長公室、総務部、建設部、会計室、消防
本部、選挙管理委員会及び監査委員の所
管に属する事項及び他の常任委員会の
所管に属さない事項についての審査、調
査等を行います。

◎三好　義治

○松本　暁彦

・福住　礼子

・藤浦　雅彦

・安藤　　薫

・野口　　博

・塚本　　崇

【文教上下水道常任委員会】
定数6名

上下水道部及び教育委員会の所管に属
する事項についての審査、調査等を行い
ます。

◎弘　　　豊

○嶋野浩一朗

・村上　英明

・西谷　知美

・出口こうじ

・三好　俊範

【民生常任委員会】
定数6名

生活環境部、保健福祉部及び農業委員会
の所管に属する事項についての審査、調
査等を行います。

◎香川　良平

○水谷　　毅

・南野　直司

・森西　　正

・増永　和起

・光好　博幸

【議会運営委員会】
定数8名

（欠員3）

◎村上　英明

○香川　良平

・増永　和起

・西谷　知美

・光好　博幸

【駅前等再開発特別委員会】
定数5名

◎野口　　博

○藤浦　雅彦

・三好　義治

・塚本　　崇

・松本　暁彦

【議会だより編集委員会】
定数7名

◎福住　礼子

○弘　　　豊

・南野　直司

・西谷　知美

・出口こうじ

・三好　俊範

・松本　暁彦

【大阪広域水道企業団議会】 ・弘　　　豊

【淀川右岸水防事務組合】 ・光好　博幸

【監査委員】 ・安藤　　薫

【都市計画審議会】
・福住　礼子

・弘　　　豊

・西谷　知美

・塚本　　崇

【民生委員推薦会】
・増永　和起

・出口こうじ

　
市
議
会
で
は
、
次
の
事
項
を

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

年
始
及
び
暑
中
見
舞
い
等
の

時
候
の
挨
拶
状
は
出
さ
な
い
。

○ 

葬
祭
に
際
し
て
、
樒
、
香
典
、

供
花
、
供
物
、
弔
電
等
を
し
な

い
。

○ 

結
婚
、
入
学
等
慶
事
に
際
し

て
、
お
祝
い
、
祝
電
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
等
を
し
な
い
。

○ 

各
種
団
体
等
の
諸
行
事
に
際

し
て
、
お
祝
い
、
祝
電
、
寄
付
、

寸
志
、
広
告
等
を
し
な
い
。
会

費
の
額
が
明
記
さ
れ
て
い
れ

ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

○ 

中
元
及
び
歳
暮
等
の
贈
答
並

び
に
手
帳
、
カ
レ
ン
ダ
ー
類

の
配
布
は
行
わ
な
い
。

○ 

新
聞
等
の
名
刺
広
告
及
び
協

賛
広
告
は
行
わ
な
い
。

○ 

後
援
会
名
義
で
前
記
の
行
為

を
行
わ
な
い
。

議
会
の

申
し
合
わ
せ
事
項
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会派の構成と抱負
市政について同じ考え方や意見を持っている議員が集まり、

会派が構成されました。今回、届け出された５会派と無所属議員です。

　 （◎は会派幹事長）

　

９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
市
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支

持
・
ご
支
援
を
賜
り
、
新
人
１
名
を

含
む
４
名
全
員
が
当
選
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意
頑
張

っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生

し
て
、
約
２
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
人
々
の
生
活
様

式
は
一
変
す
る
と
と
も
に
、
４
回

に
わ
た
る
緊
急
事
態
宣
言
を
は
じ

め
と
す
る
自
粛
に
よ
り
疲
弊
し
た

大
阪

維
新
の
会

塚本　　崇 ◎香川　良平

経
済
の
痛
み
は
、
摂
津
市
や
各
家

庭
の
財
政
を
圧
迫
し
、
そ
の
影
響

は
様
々
な
と
こ
ろ
に
出
て
き
て
い

ま
す
。
市
税
収
入
の
減
少
は
避
け

ら
れ
ず
、
摂
津
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
大
阪
維
新
の
会
は
、
ま

ず
は
議
員
自
ら
が
身
を
切
る
改
革

を
行
う
べ
き
と
考
え
提
案
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
議
員
報
酬
の
１
割
削
減
案
を

半
年
間
の
時
限
付
き
で
は
あ
り
ま

す
が
、
議
員
全
員
賛
成
の
も
と
、
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
さ
ら
に
半
年
間
の
議
員
報

酬
１
割
削
減
案
や
議
員
定
数
を
１９

人
か
ら
１
人
減
の
１８
人
に
す
る
議

員
定
数
削
減
案
は
、
残
念
な
が
ら

実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
隣
他
市
の
吹
田
市
・
茨
木

市
・
高
槻
市
は
人
口
約
１
万
人
に

対
し
て
議
員
１
人
と
い
う
割
合
で

あ
り
ま
す
が
、
摂
津
市
は
人
口
約

４
５
０
０
人
に
対
し
て
議
員
１
人

と
い
う
割
合
で
、
近
隣
他
市
と
比

べ
て
、
ま
だ
ま
だ
議
員
の
数
が
多

い
現
状
で
す
。
私
た
ち
大
阪
維
新

の
会
は
今
後
も
議
員
の
適
正
な
数

を
目
指
し
、
議
員
定
数
の
削
減
を

提
唱
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
今
、
少
子
高
齢
化
が
顕

著
に
現
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
子
ど
も
た
ち
や
働
く
世
帯

の
数
が
減
り
、
現
在
の
税
収
が
見

込
め
な
く
な
り
、
財
政
破
綻
す
る

可
能
性
が
そ
う
遠
く
な
い
未
来
ま

で
き
て
お
り
ま
す
。

　

鳥
飼
東
小
学
校
に
お
い
て
は
全

学
年
が
単
学
級
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
一
部
自
治
会
に
お

い
て
も
こ
ど
も
会
が
な
く
な
り
、

高
齢
化
に
よ
り
盆
踊
り
の
開
催
も

難
し
い
地
域
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
こ

れ
以
上
深
刻
化
さ
せ
な
い
た
め
に

も
摂
津
市
の
人
口
を
増
や
し
、
他

市
か
ら
人
を
呼
び
込
む
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
早
急
に
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
摂
津
市
で
は
、
少
子
高
齢

化
が
特
に
顕
著
な
鳥
飼
地
域
の
現

状
と
将
来
起
こ
り
得
る
行
政
課
題

を
的
確
に
分
析
し
、
今
後
の
鳥
飼

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
「
鳥
飼
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
策
定
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
阪
急
京
都

線
連
続
立
体
交
差
事
業
や
千
里
丘

駅
西
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
な

ど
大
規
模
事
業
が
控
え
て
お
り
、

財
源
の
捻
出
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
身
を
切
る
改
革
な
ど
で

無
駄
を
省
く
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
行
政
改
革
の
徹
底
と
健
全
性
を

維
持
し
た
積
極
的
な
財
政
運
営
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
大
阪
維
新
の
会
は
、
一

つ
一
つ
の
課
題
の
具
体
的
実
現
に

向
け
全
力
で
取
り
組
み
、
今
の
世

代
の
人
達
は
も
と
よ
り
、
次
の
世

代
の
人
達
に
も
誇
れ
る
摂
津
市
の

未
来
を
つ
く
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

大
阪
維
新
の
会
に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

三好　俊範 出口こうじ
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令
和
３
年
市
議
会
議
員
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
持
ご
支
援
を
賜
り
、
全
員
が

当
選
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

５
名
が
力
を
合
わ
せ
て
、
摂
津
市

の
発
展
と
市
民
生
活
向
上
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
か
ら
１
年
半
以
上

に
わ
た
っ
て
繰
り
返
す
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
り
、
外
出
自
粛
要
請
、

学
校
休
業
、
自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
生
活
様
式
に
変
化
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。
社
会
的
交
流
の
機

会
が
減
る
こ
と
で
、
将
来
に
希
望

が
持
て
な
く
な
る
人
が
増
え
、
社

会
的
孤
立
に
陥
る
人
に
対
し
て
孤

立
防
止
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
悩
み
や
リ
ス
ク
に
対

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
、生
活
困
窮

者
へ
の
支
援
、ま
た
高
齢
者
に
お
い

て
は
、
外
出
自
粛
の
影
響
か
ら
身

体
の
衰
え
を
感
じ
て
い
る
人
が
増

え
て
お
り
、身
体
の
健
康
と
フ
レ
イ

ル
予
防
、
外
出
支
援
と
し
て
移
動

の
不
便
解
消
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
希
望
さ
れ
る
方
が
一
日
も
早

く
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

に
取
り
組
み
、
各
種
団
体
や
地
域

活
動
が
更
に
活
発
に
な
る
よ
う
努

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
従
っ

て
時
短
営
業
や
休
業
し
て
い
た
飲

食
店
並
び
に
関
連
す
る
事
業
者

が
、
し
っ
か
り
事
業
を
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
ま

た
は
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
と
言
わ
れ

る
時
代
を
見
据
え
た
経
済
の
再
生

を
ど
う
進
め
る
か
が
課
題
で
す
。

　

気
候
変
動
、
地
球
温
暖
化
は
、
相

次
ぐ
豪
雨
災
害
等
の
原
因
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の
風
水

害
は
激
甚
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
、
市
民
の
間
に
不
安
が
広
が

り
、
平
成
30

年
に
受
け
た
大
阪
北

部
地
震
と
台
風
2１

号
で
の
被
害

は
、
今
も
改
修
さ
れ
ず
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
国
が
示

す
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
目

的
は
、
「
国
民
の
安
全
・
安
心
を
図

り
、
悲
し
み
、
苦
し
み
を
未
然
に
防

ぐ
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
自
治
体
と

し
て
も
市
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
施
策
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
公
明
党
議
員
団
は
、
市

民
と
日
々
対
話
す
る
こ
と
を
基
本

に
地
域
の
一
斉
点
検
を
行
い
、
安

全
安
心
を
最
優
先
に
地
域
の
ご
要

望
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

千
里
丘
駅
西
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
の
推
進
、
防
災
危
機
管
理
課

の
創
設
と
「
ま
ち
ご
と
・
ま
る
ご
と

防
災
」
の
推
進
、
東
別
府
雨
水
幹
線

工
事
の
推
進
、
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
と
防
災
士
資
格
取
得
支
援
制

度
創
設
、
国
保
加
入
者
の
人
間
ド

ッ
ク
補
助
金
制
度
創
設
、
子
育
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
新

生
児
聴
覚
検
査
費
の
補
助
、
不
育

症
治
療
費
の
補
助
、
安
威
川
以
南

地
域
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
支
所
設
置
、
小
中
学
校
児
童
生

徒
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
配

布
、
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
、

セ
ッ
ピ
ィ
ス
ク
ラ
ッ
チ
事
業
の
継

続
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
導
入

な
ど
実
績
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
皆
さ
ま
の
声
を
ま
と
め
約

3
０
０
項
目
の
予
算
要
望
書
を
作

成
し
、
市
長
に
提
出
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
、
他
に
も
事
象
に
応
じ
た

要
望
書
も
提
出
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
は
緊

急
事
態
宣
言
に
よ
る
事
業
者
支

援
、
水
道
料
金
減
免
と
給
食
費
の

免
除
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
予
約

方
法
や
集
団
接
種
会
場
へ
の
移
動

手
段
な
ど
、
第
７
弾
に
わ
た
り
要

望
書
を
通
し
て
提
案
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

《
夢
と
活
力
あ
ふ
れ
る
街
》

① 

鳥
飼
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
推
進

② 

各
種
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

な
ど
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
ま
ち
」
を

目
指
す

《
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
街
》

① 

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
や
大
洪
水

等
の
大
規
模
災
害
対
策
を
強
化

② 

淀
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備

③ 

高
齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等

を
導
入

《
健
康
で
環
境
に
優
し
い
街
》

① 

糖
尿
病
重
症
化
予
防
対
策
を
強
化

② 

青
少
年
や
市
民
の
健
康
増
進
の

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

等
々
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
第
一
主

義
を
貫
き
、
市
民
と
の
対
話
を
重

ね
な
が
ら
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

摂
津
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

公
明
党

福住　礼子 ◎藤浦　雅彦

南野　直司 水谷　　毅 村上　英明
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９
月
の
市
議
選
で
は
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
、
当
選
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

岸
田
文
雄
総
理
は
所
信
表
明
演

説
に
お
い
て
、
「
成
長
と
分
配
の

好
循
環
」「
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
」
と

い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
、
「
新
し

い
資
本
主
義
の
実
現
」
を
掲
げ
、
ま

た
、
看
護
や
介
護
等
の
現
場
で
働

く
方
々
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
に
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
会
派
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々

な
困
難
に
立
た
さ
れ
た
皆
様
と
向

き
合
い
、
希
望
を
感
じ
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
安
心
・
安
全
」
に
関
す
る
施
策

の
充
実
は
、
多
く
の
河
川
に
囲
ま

れ
た
我
が
市
に
は
不
可
欠
で
す
。

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致

等
の
ハ
ー
ド
面
の
充
実
と
と
も

に
、
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
避

難
訓
練
な
ど
地
域
の
実
情
に
沿
っ

た
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
そ
の

礎
と
な
る
「
地
域
の
つ
な
が
り
」

「
家
族
の
絆
」
に
も
目
を
向
け
、
政

策
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、
多

発
す
る
特
殊
詐
欺
な
ど
へ
の
対

応
・
啓
発
な
ど
の
防
犯
施
策
や
、
感

染
症
の
蔓
延
に
備
え
た
体
制
の
構

築
に
も
目
を
向
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
る
「
鳥
飼
地

域
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
ま

す
。
安
全
面
だ
け
で
な
く
、
施
設
の

適
正
化
や
交
通
環
境
の
整
備
、
教

育
・
子
育
て
施
策
の
充
実
等
に
向

け
、
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
、
責
任
感
を
持

っ
て
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
健
康
づ
く
り
」
の
重
要
性
は
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
更
に
増

し
て
お
り
ま
す
。
「
健
康
・
医
療
」

に
お
け
る
最
先
端
の
研
究
機
関
が

集
積
す
る
「
健
都
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ク
」
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

実
際
に
市
民
の
皆
様
の
健
康
増
進

に
結
び
つ
け
ら
れ
る
取
り
組
み
の

実
施
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
次
世
代
育
成
」
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
、
我
が
会
派
は
捉
え
て

お
り
ま
す
。

　

「
摂
津
の
子
ど
も
達
は
、
元
気

で
、
前
向
き
で
、
た
く
ま
し
い
」
そ

う
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
次
世
代
育

成
事
業
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
達
が
将
来

の
夢
や
目
標
に
向
け
て
、
力
強
く

踏
み
出
す
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
策
の
実
現
が
重

要
だ
と
、
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
様
方
か
ら
様
々
な
声
を
賜

り
、
建
設
的
な
問
題
提
起
・
政
策
提

言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

自
民
党
・

市
民
の
会

松本　暁彦光好　博幸 ◎嶋野浩一朗

　

９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
は

引
き
続
き
４
名
全
員
が
当
選
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訴
え

た
公
約
の
実
現
、
み
な
さ
ん
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
頑
張
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
封
じ
込
め
る
に
は
、
感
染

の
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
の
大
規
模

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
同
時
に
、
安
全

で
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
す

め
る
こ
と
や
、
現
実
的
で
具
体
的

な
医
療
支
援
、
病
床
と
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
、
そ
し
て
自
粛
に
伴
う
き

め
細
や
か
な
補
償
の
実
施
な
ど
を

政
府
に
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
の
さ
な
か
に

東
京
五
輪
を
強
行
し
、
爆
発
的
な

感
染
拡
大
を
広
げ
た
こ
と
へ
の
政

府
の
失
政
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
所
の
機
能
強
化
に

関
わ
っ
て
は
摂
津
支
所
の
復
活
な

ど
抜
本
的
な
拡
充
を
大
阪
府
に
求

め
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
摂
津
市

に
対
し
て
は
通
算
８
回
に
わ
た
っ

て
森
山
市
長
や
箸
尾
谷
教
育
長
へ

の
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
申
し
入

れ
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
も

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
市
民
の

く
ら
し
が
大
変
な
時
に
、
そ
れ
で

も
負
担
増
を
す
す
め
る
政
治
を
変

え
、
こ
ん
な
時
こ
そ
府
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
財
政
力
を
市
民
の
く
ら

し
に
と
訴
え
て
た
た
か
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
『
５
つ
の
重
点
政

日
本
共
産
党安藤　　薫 ◎弘　　　豊

増永　和起 野口　　博



せっつ議会だより 7 2021.12.1 No.224

会派の構成と抱負

　

９
月
の
市
議
会
選
挙
で
は
、
皆

様
の
温
か
い
ご
支
持
・
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
２
名
を
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

摂
津
市
の
発
展
の
た
め
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
財
政
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
通
り
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ

つ
も
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
社
会
を
考
慮
し
た
施
策
に
加

え
、
年
々
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は

公
約
の
ひ
と
つ
で
あ
る
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
へ
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
年
前
の
大
阪
北
部
地

震
と
大
型
台
風
の
経
験
を
踏
ま

え
、
市
民
が
よ
り
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
防
災
面
で
の
備
え
も
必
要
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
だ
れ
も
が
暮
ら

し
や
す
い
摂
津
市
の
実
現
へ
向
け

党
派
を
超
え
、
市
政
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

立
憲
民
主
党
・

市
民
連
合

◎三好　義治西谷　知美

　

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
も

と
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、

改
選
前
の
議
長
を
９
月
2９
日
に
任

期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
６
期
目
の

当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
派
に
は
属
さ
な
い
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
お
声
を
市
政
、
行
政
に
お
届

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
千
里
丘
駅
西
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
、
阪
急
京
都
線
連

続
立
体
交
差
事
業
、
鳥
飼
ま
ち
づ

く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
等
の
ま

ち
づ
く
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
対
策
や
住
民
税
過
大
還
付
等

の
不
祥
事
、
児
童
虐
待
の
対
応
問

題
な
ど
課
題
が
山
積
み
で
あ
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
を

回
復
し
、
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

摂
津
市
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

無
所
属

森西　　正 

策
』
と
し
て
、

⑴ 
高
い
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

下
げ

⑵ 

水
道
料
金
の
値
上
げ
計
画
を
撤

回
し
、
減
免
を

⑶ 

自
校
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食

を
早
く

⑷ 

今
こ
そ
全
学
年
で
の
少
人
数
学

級
を
早
く

⑸ 

全
市
的
に
バ
ス
路
線
の
拡
充
、

バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
な
ど
交
通
便

利
な
ま
ち

を
、
必
要
な
財
源
な
ど
も
示
し
て

そ
の
実
現
を
と
訴
え
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
政
策
に
は
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
期
待
と
共
感
が
寄

せ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ぶ

れ
ず
に
筋
を
通
し
公
約
実
現
に
頑

張
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
一
津
屋
地
域
の
地
下

水
・
水
路
の
水
質
調
査
で
、
国
の
暫

定
目
標
値
の
数
百
倍
に
及
ぶ
高
濃

度
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
）
が
検
出
さ
れ
た
問
題
を
め

ぐ
っ
て
も
、
発
が
ん
性
や
低
体
重

児
の
出
生
割
合
が
高
く
な
る
な
ど

の
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
住

民
の
安
全
と
健
康
に
責
任
を
も
っ

て
、
調
査
と
対
策
を
と
る
よ
う
引

き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
摂
津
市
内
の
３
歳
児
が

母
親
の
交
際
相
手
に
よ
る
虐
待
で

い
の
ち
を
お
と
す
と
い
う
事
件
が

お
き
ま
し
た
。
大
阪
府
の
検
証
部

会
な
ど
で
、
「
危
機
意
識
が
甘
か

っ
た
」
と
の
指
摘
も
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
市
の
対
応
は
適
切

だ
っ
た
の
か
、
ど
う
し
た
ら
３
歳

児
の
命
を
救
え
た
か
、
議
会
の
場

で
も
真
剣
な
検
証
と
再
発
防
止
へ

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
「
何
よ
り
も
命
最
優

先
の
政
治
」
と
、
こ
の
立
場
に
た
っ

て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
で
も
お
困

り
ご
と
や
く
ら
し
の
ご
相
談
、
市

政
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
共
産

党
市
議
会
議
員
団
に
ど
う
ぞ
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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議席 氏　名 か　な 住　所　等 電話番号 党　派 会　派

1 福住　礼子 ふくずみ　れいこ 566-0023
正雀三丁目10-14 06-6381-7203 公明党 公明党

2 藤浦　雅彦 ふじうら　まさひこ 566-0001
千里丘六丁目6-44-8 06-6384-6709 公明党 公明党

3 安藤　　薫 あんどう　かおる 566-0053
鳥飼野々三丁目24-3 072-653-0715 日本共産党 日本共産党

4 野口　　博 のぐち　ひろし 566-0031
昭和園8-11-108 072-634-0807 日本共産党 日本共産党

5 村上　英明 むらかみ　ひであき 566-0065
鳥飼新町一丁目7-6-13 072-653-6553 公明党 公明党

6 水谷　　毅 みずたに　つよし 566-0035
鶴野二丁目9-2-506 072-637-0039 公明党 公明党

7 南野　直司 みなみの　なおじ 566-0025
東正雀3-14 06-6383-0587 公明党 公明党

8 森西　　正 もりにし　ただし 566-0053
鳥飼野々三丁目17-5 072-653-0269 無所属 無所属

9 弘　　　豊 ひろ　ゆたか 566-0011
千里丘東五丁目11-6-302 090-3976-5963 日本共産党 日本共産党

10 増永　和起 ますなが　わき 566-0046
別府二丁目22-22 06-4965-4973 日本共産党 日本共産党

11 三好　義治 みよし　よしはる 566-0053
鳥飼野々三丁目12-9 072-654-0533 無所属 立憲民主党・

市民連合

12 西谷　知美 にしたに　ともみ 566-0001
千里丘二丁目5-5-1 080-4828-2240 立憲民主党 立憲民主党・

市民連合

13 塚本　　崇 つかもと　たかし 566-0011
千里丘東二丁目12-14-502 090-8211-9786 大阪維新の会 大阪維新の会

14 出口こうじ でぐち　こうじ 566-0053
鳥飼野々三丁目19-1 072-665-6653 大阪維新の会 大阪維新の会

15 三好　俊範 みよし　としのり 566-0024
正雀本町一丁目21-20-2F 06-6155-7217 大阪維新の会 大阪維新の会

16 香川　良平 かがわ　りょうへい 566-0055
新在家二丁目5-12 06-7182-9052 大阪維新の会 大阪維新の会

17 松本　暁彦 まつもと　あきひこ 566-0046
別府一丁目4-6-505 06-6349-2515 自由民主党 自民党・

市民の会

18 光好　博幸 みつよし　ひろゆき 566-0072
鳥飼西二丁目18-14-6 072-665-5608 無所属 自民党・

市民の会

19 嶋野浩一朗 しまの　こういちろう 566-0055
新在家一丁目8-7-301 06-6340-5609 自由民主党 自民党・

市民の会

今回の市議会議員の任期満了により、次の方々が議員を退職されました。

楢村　一臣氏　　　　渡辺　慎吾氏 （50音順）

摂津市議会議員連絡先
(任期／令和3年9月30日～令和7年9月29日）

（氏名は議席順）


